
 

入学して２か月がたちました。運動会が終わり、また一回り成長したように感じます。  

６月は，体力テストや水泳の授業など，１年生にとってまた初めての学習や活動がまだたくさんあり

ます。新しいことにもどんどんチャレンジして，大きく成長してほしいと思います。お家の方の励まし

が何よりの力になると思います。ぜひお子さんの頑張りをたくさん褒めてあげてください。 

じめじめした蒸し暑さを感じる季節となりました。雨の日の遊び方などを工夫し，楽しい学校生活が

送れるようにしていきたいと思います。 
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読み聞かせ 
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学校集金振替
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新体力テスト 
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表彰朝会 

歯科検診 
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教育相談① 

プール開き 
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教育相談② 

14 

教育相談③ 
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教育相談④ 

Ａ6日課 

避難訓練・引き渡

し訓練 
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教育相談⑤ 
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食育週間（～30

日） 

読書週間（～30

日） 
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音楽集会① 
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一斉下校 

下校指導 

ふれあいタイ

ム 
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児童集会 
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御幸が原小学校 
第１学年だより 

 
６月号 

教育相談について 

教育相談は，担任と子供たちがお話をするものです。教育相談の日は５日間あり，１人ず

つ順番に面談をします。子供たち一人ひとりと向き合い，それぞれの生活の様子や，思って

いること，友達のこと・・・など，いろいろな話を聞くことができたらと思います。悩みや，

困っていることなどの早期発見につながるよう心掛けていきたいと思います。 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語 ・とんこととん・をへをつかおう 

・あひるのあくび  他 

音楽 ・リズムとなかよし 

生活 ・つうがくろをあるこう 

・きれいなはなをそだてよう 

    ・いきものとなかよし 

図工 ・ながーいかみから 

・うきうきボックス 

算数 ・いくつといくつ 

・ぜんぶでいくつ 

体育 ・ボール遊び 

    ・水遊び 

道徳 ・親切な心で 

    ・命の温かさ  他 

 

１ 水泳について 
1 組と 2 組一緒に入ります。（火，水，金） 
・水泳カードに朝の体温を記入し，必ず保護者が押印してください。日付と押印，体温の記

録がないとプールには入れません。（日付の書き間違いも入れません。） 

安全上の配慮から，口頭での申し出では許可はしていませんのでご協力をお願いします。 
 ・朝の天候にかかわらず，プールのある日は，水着・水泳帽子・バスタオル・ゴーグル（必

要な人）を用意してください。全てに名前を付けてください。 

・手足の爪を切っておいてください。 
・目や，耳・鼻などの病気で，通院の必要のある方は，早めの治療をお願いします。 
・ゴーグルの使用はできますが，一人で着脱ができるようにお願いします。ゴムバンドの調

節などはご家庭でお願いします。 
・長い髪の子は，朝のうちに束ねてきてください。自分で結びなおせるように，練習しまし

ょう。ヘアピンをしているときは，着替えのときに取ってから入ります。 
・５月３０日にお配りしました「水泳授業開始にあたってのお願い」のプリントの下部に健

康状態確認書があります。ご記入の上、ご提出ください。締め切りは６月７日（水）にな

っています。 

２ 絵の具の申し込みについて 
 ・絵の具の申し込み用の封筒をお配りしますので、購入するものに印を付け、代金を添えて 
お申込みください。締め切りは６月１６日（金）までです。学校で購入せずに， 
ご自分で用意してくださっても結構です。７月頃には図工で使用する予定ですので， 
ご準備をお願いいたします。 

いじめゼロ強調月間の取組み 

５月はいじめゼロ強調月間として，学校全体でいじめ問題について考える機会となりました。いじ

めゼロ標語の作成ではお世話になりました。各クラスでふわふわ言葉とちくちく言葉について話をし

ました。友達の心を温かくするふわふわ言葉を使えるように支援してきたいと思います。ちくちく言

葉は，相手に言うことで，友達だけでなく，自分自身も傷つけることになってしまいます。「どけよ！」

を「そこ，通してくれる？」のように，ちくちく言葉を別の言葉に言い換えられるようにしていきた

いと思います。これからも，何気ない言葉遣いで友達の心を傷つけてしまうことがあると理解し，相

手を思いやった言動が取れるような児童に育っていってもらいたいと思います。 


